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横山 育男
議 員

市
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る

足
利
再
生
プ
ラ
ン
の
評
価
は
！

　

市
長
就
任
後
2
年
が
経
過
し
た
が
、
同
プ
ラ
ン

の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

分
析
し
、
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
私
は
こ
の
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に

「
市
民
力
」
や
「
職
員
力
」
が
大
切
だ
と
考
え
、
で
き

る
限
り
現
場
に
足
を
運
ん
で
市
民
の
話
に
耳
を
傾
け
、

職
員
と
は
直
接
対
話
を
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
全
て

の
公
約
が
実
施
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
で
き

る
こ
と
か
ら
お
お
む
ね
順
調
に
実
現
で
き
て
お
り
、
少

し
ず
つ
で
あ
る
が
ま
ち
が
元
気
に
な
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

◆
映
像
の
ま
ち
構
想

　
同
構
想
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
映
像
産
業
の
集

積
化
や
雇
用
機
会
の
拡
大
な
ど
は
、
ま
だ
ま
だ
市

民
の
理
解
が
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
さ
ら
に

Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
今
年
度
は
実
質
的
に
同
構
想
の
２
年
目
と

な
る
が
、
さ
ら
な
る
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
８

月
11
日
に
足
利
銀
幕
会
議
を
開
催
し
、
映
像
関
係
者
等

か
ら
大
変
貴
重
な
意
見
を

伺
っ
た
。
こ
れ
ら
の
情
報

を
広
報
あ
し
か
が
み
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
市
内

外
へ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
９
月
21
日
に

開
催
す
る
映
像
の
ま
ち

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、
私

の
思
い
描
く
映
像
の
ま
ち

構
想
を
改
め
て
示
し
た
い
。

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
の

　
　
　
　
　
　
整
備
を
！

　

近
年
、
子
供
の
問
題
行
動
や
児
童
虐
待
な
ど
へ

の
対
応
に
お
い
て
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
現
在
、
県
の
安
足
教
育
事
務
所

に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
市
で
も
常
勤
と
し
て
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
安
足
教
育
事
務
所
か
ら
随
時
対
応
で
き
る

と
の
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ

ろ
常
設
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
同
事
務
所
と
連
携
し

対
応
し
て
い
き
た
い
。

◆
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
仕
事
を
受
注
・
発

注
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
は
、
空
き
時
間

を
利
用
で
き
、
若
者
や
子
育
て
中
の
方
が
活
躍
で
き
る

働
き
方
で
あ
る
が
、
地
方
創
生
先
行
型
の
事
業
と
し
て

始
ま
る
実
証
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
は
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
ほ
か
、
実
際
の
受
注
作
業
体
験
を

通
じ
た
技
術
指
導
を
行
う
。
本
事
業
は
、
時
間
と
場
所

を
選
ば
ず
に
仕
事
の

受
発
注
に
対
応
で
き

る
こ
と
か
ら
「
し
ご

と
づ
く
り
」
と
し
て

有
効
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
市
の
活
性
化

に
結
び
つ
け
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
制
度
は

　
制
度
は
延
期
・
中
止
を
！

　
　
　
　

　

同
制
度
は
大
量
の
個
人
情
報
を
蓄
積
し
、
医

療
・
年
金
・
福
祉
・
介
護
・
労
働
保
険
・
災
害
補

償
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
用
さ
れ
る
。
個
人
情
報
が

芋
づ
る
式
に
引
き
出
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ

れ
る
危
険
性
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
同
制
度
に
お
い
て
は
個
人
情
報
を
一
元
管

理
す
る
の
で
は
な
く
、
従
来
通
り
、
国
税
に
関
す
る
情

報
は
税
務
署
に
、
住
民
票
や
手
当
の
給
付
に
関
す
る
情

報
は
市
役
所
に
と
い
う
よ
う
に
、
分
散
し
て
管
理
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
通
信
の
際
に
は
個
人
情
報
漏
え
い
防
止

の
さ
ま
ざ
ま
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
本
市
と
し

て
も
、
制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
個
人
情
報
保
護
に

最
大
限
の
配
慮
を
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
環
境
問
題

　
栃
木
県
廃
棄
物
処
理
計
画
（
平
成
23
年
3
月
発

表
）
で
本
市
は
焼
却
施
設
の
延
命
化
を
検
討
し
た

が
、
平
成
26
年
12
月
議
会
で
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
建
て
か
え
る
と
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
か
ら
、
新
炉
建
設
や
大
規
模

改
修
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
が
、
大
規
模
改
修
す
る
に
は

焼
却
炉
を
約
６
カ
月

間
と
め
る
必
要
が
あ

る
。
ご
み
の
焼
却
処

分
の
委
託
に
か
か
る

経
費
を
考
慮
し
、
長

期
的
に
み
て
有
利
な

新
炉
建
設
を
平
成
26

年
12
月
に
決
断
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

市
　
長

市
　
長

市
　
長

市
　
長

市
　
長

市
　
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

金子 裕美
議 員

▲南部クリーンセンター

▲9月21日に開催された
　映像のまちフォーラムの様子

尾関 栄子
議 員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

▲クラウドソーシング活用講座の
　オリエンテーションのチラシ

市
　
長

市
　
長

市
　
長

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長
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中島由美子
議 員

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

▲里親制度啓発のチラシ

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長

吉田 晴信
議 員

▲発行されたプレミアム付き
　あしかが商品券（見本）

都
市
建
設
部
長

都
市
建
設
部
長

都
市
建
設
部
長

問問

7

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と

道
の
駅
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
う
！

　

同
セ
ン
タ
ー
の
新
焼
却
施
設
建
設
に
お
い
て
、

地
元
説
明
会
で
は
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
期
待
の

大
き
い
道
の
駅
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
地

元
に
と
っ
て
こ
の
両
施
設
は
別
物
で
は
な
い
。
こ
の
二

つ
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
新
焼
却
施
設
建
設
の
地
元
説
明
会

の
中
で
、
道
の
駅
を
含
め
た
い
く
つ
か
の
施
設
名
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
地
元
と
し
て
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、

今
後
の
事
業
説
明
に
あ
わ
せ
て
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

有
益
な
地
域
振
興
策
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

◆
児
童
虐
待
の
現
状
と
対
策

　
里
親
制
度
は
、
児
童
虐
待
等
の
事
情
で
保
護
さ

れ
る
子
供
た
ち
を
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解

を
持
っ
た
家
庭
環
境
の
も
と
で
養
育
す
る
制
度
で
あ
る
。

同
制
度
の
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
本
年
度
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
と
連
携

し
、
足
利
市
民
福
祉
大
会
に
お
い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
や
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
今
後
も
機
会
を
捉
え
て
里
親
制
度
に
対
す
る

市
民
の
理
解
を
促
進
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問問 山
辺
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　
　
　
の
早
期
完
了
へ
！

　

第
一
地
区
は
平
成
26
年
度
に
野
州
山
辺
駅
前
広

場
が
整
備
さ
れ
、
地
元
で
は
完
了
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
第
二
地
区
で
は
事
業
計
画
の
見
直
し

に
着
手
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
同
事
業
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
地
区
は
平
成
26
年
度
末
の
進

捗
状
況
が
約
81
％
で
、
引
き
続
き
家
屋
移
転
及
び
道
路

等
公
共
施
設
整
備
を
行
い
、
お
お
む
ね
今
後
４
年
で
完

了
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
地
区
は
進
捗

状
況
が
約
15
％
で
、
今
年
度
に
事
業
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
既
存
の
道
路
を
活
用
し
て
家
屋
移
転
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
り
、
事
業
費
の
削
減
と
事
業
期
間
の
短
縮
を

図
り
、
一
層
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

◆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
あ
し
か
が
商
品
券
発
行
事
業

　
本
市
で
は
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
市
内
の
消

費
喚
起
を
目
的
と
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
の
商

品
券
を
総
額
9
億
円
分
発
行
し
た
。
今
後
の
消
費
の
押

し
上
げ
効
果
を
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
９
億
円
と
い
う
多
額
の
金
額
が
期

間
限
定
で
市
内
消
費
さ
れ
る
こ
と
は
大
き
な
効
果
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
県
が

実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
本

市
の
地
元
購
買
率
は
約
80
％
、

市
外
で
の
消
費
が
約
20
％
の

状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
市
外
消
費
が
今
回
の
商
品

券
に
よ
っ
て
市
内
で
の
消
費

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も

効
果
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

足
利
市
議
会
改
革
推
進
協
議
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
た
！

　
　
　
　

　
行
政
改
革
・
地
方
分
権
を
踏
ま
え
た
本
市
議
会
の
改

革
に
関
す
る
総
合
的
な
事
項
を
協
議
、
推
進
す
る
た
め
、

第
23
期
に
引
き
続
き
、
議
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
足

利
市
議
会
改
革
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

（
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
）

会
　
　
長
　
　
柳
　
収
一
郎

副

会

長
　
　
平
塚
　
　
茂

理
　
　
事
　
　
斎
藤
　
昌
之

　

〃

　
　
　
荻
原
　
久
雄

　
ま
た
、
同
協
議
会
に
次
の
2
つ
の
専
門
部
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
会

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
や
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
に
関

す
る
検
討
項
目
を
協
議
す
る
専
門
部
会
。

部

会

長
　
　
荻
原
　
久
雄

副
部
会
長
　
　
冨
永
　
悦
子

　
　
　
　
　
　
須
田
　
瑞
穂

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
　
悟

　
　
　
　
　
　
酉
田
　
智
男

　

議
会
運
営
部
会

　
一
般
質
問
の
あ
り
方
な
ど
議
会
運
営
に
関
す
る
検

討
項
目
を
協
議
す
る
専
門
部
会
。

部

会

長
　
　
横
山
　
育
男

副
部
会
長
　
　
大
島
　
　
綾

　
　
　
　
　
　
金
子
　
裕
美

　
　
　
　
　
　
大
須
賀
幸
雄

　
　
　
　
　
　
藤
生
　
智
弘


